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五四

楊
貴
妃
故
事
を
集
大
成
さ
せ
た
清
・
洪
昇
の
名
曲
『
長
生
殿
』
の
構
想
や
表
現
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
明
・
呉
世
美
の
『
驚
鴻
記
』

に
就
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
僅
か
に
『
古
本
戯
曲
叢
刊
』
二
集
に
影
印
資
料
が
公
表
さ
れ
た
の
み
で
、
正
面
か
ら
研
究
の
眼
が
向
け
ら
れ
た
事
は
無
か
っ

た
。
本
稿
で
は
、
研
究
の
基
礎
資
料
を
提
供
す
る
為
に
、
そ
の
翻
刻
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

本
稿
は
、
前
稿
「
校
注
驚
鴻
記
曰
口
曰
」
（
九
州
大
学
文
学
部
『
文
学
研
究
』
第
九
十
・
九
一
・
九
二
輯
、
平
成
五
ー
七
年
）
に
続
い
て
、
明
・
呉

世
美
『
驚
鴻
記
』
中
の
第
六
駒
「
壽
邸
恩
情
」
、
第
十
四
酌
「
梨
園
演
柴
」
、
第
十
七
酌
「
洗
児
賜
錢
」
、
第
十
八
駒
「
花
蒋
寛
裳
」
、
第
二
十
二
酌

「
祗
山
僻
朝
」
、
第
三
十
駒
「
諸
臣
追
駕
」
、
第
一
＿
一
十
一
駒
「
蜀
道
思
妃
」
、
第
―
―
-
+
＝
―
駒
「
大
駕
還
宮
」
、
第
三
十
五
駒
「
馬
鬼
移
葬
」
、
第
一
＿
一
十
七

酌
「
香
嚢
起
悼
」
、
第
三
十
八
酌
「
仙
客
蜀
来
」
の
各
酌
に
つ
い
て
校
合
し
、
簡
単
な
注
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
酌
の
校
注
に
つ
い
て

は
、
続
刊
を
侯
ち
た
い
。

底
本
は
明
・
萬
暦
十
八
年
序
刊
『
新
刻
驚
鴻
記
』
（
神
田
喜
一
郎
博
士
哲
蔵
、
大
谷
大
学
蔵
。
新
刻
本
と
略
称
す
る
。
）
を
用
い
、
明
・
世
徳
堂
刊
『
新
鎮

重
訂
出
像
附
繹
標
註
驚
鴻
記
題
評
』
（
北
京
大
学
蔵
『
古
本
戯
曲
叢
刊
』
二
集
影
印
。
標
注
本
と
略
称
す
る
。
）
と
併
せ
て
校
合
す
る
。
ま
た
、
明
・
胡
文

換
『
群
音
類
選
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八

0
年
影
印
刊
）
所
収
の
『
驚
鴻
記
』
も
参
照
し
た
。

標
註
本
に
は
、
陳
氏
尺
護
齋
（
不
詳
）
の
手
に
な
る
頭
註
を
附
載
す
る
が
、
本
校
注
で
は
「
陳
氏
標
註
」
と
し
て
努
め
て
採
録
し
た
。

底
本
に
散
見
す
る
俗
字
や
異
体
字
、
ま
た
特
有
の
く
ず
し
字
は
、
原
則
と
し
て
旧
字
体
の
正
字
に
復
す
る
。
但
し
、
来
・
観
・
従
・
為
・
即
な
ど
、

校
注
驚
鴻
記
回
（
竹
村
） は

じ
め
に

校
注
驚
鴻
記
詞

（明）
（日）

呉

世

美

著

竹

村

則

行

校

注
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送
。

七 ＇ /'¥ 

粧
成
揖
涙
欲
行
雲

小
末
）
賓
釧
香
蛾
翡
翠
袖

底
本
の
ま
ま
を
襲
っ
た
も
の
も
あ
る
。

神
田
喜
一
郎
博
士
薔
蔵
本
（
新
刻
本
）
、
『
古
本
戯
曲
叢
刊
』
二
集
所
収
本
（
標
註
本
）
の
閲
覧
．
複
写
に
あ
た
っ
て
、
大
谷
大
学
図
書
館
、
京
都
大

学
人
文
科
学
研
究
所
の
御
協
力
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
す
る
。

底
本
（
新
刻
本
）
の
刊
行
以
来
約
四

0
0年
、
『
驚
鴻
記
』
の
校
注
翻
刻
を
試
み
る
も
の
は
、
本
稿
以
前
に
は
聞
か
な
い
。
難
字
・
句
点
・
注
釈
等
、

校
注
者
の
浅
学
に
因
る
幾
多
の
粗
漏
を
免
れ
得
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
諸
賢
の
御
指
正
を
賜
り
た
い
。

〔
七
娘
子
〕

（
貼
穿
道
姑
服
、
扮
楊
妃
上
唱
）
頻
后
年
＇
華
＇
間
四
産
家
恩
郡
唸
塩
儡
変
峨
{
°
辟
宙
衣
誰
工
。
呑
～
色
瑣
＃
化
。
蹄
批
皿
瞑
路
草
早
。
殷
盆
叩
芦
切
入
罪
芋
エ
夢
宅
。

妾
身
姓
楊
、
字
玉
環
、
弘
農
華
陰
人
也
。
父
名
玄
瑛
、
添
為
蜀
州
司
戸
、
不
幸
早
世
、
自
小
養
干
叔
父
玄
激
之
家
。
開
元
二
十
二
年
十
一
月
、

嫁
典
壽
邸
、
蒙
壽
王
殿
下
教
妾
歌
舞
、
精
通
音
律
。
壽
王
愛
禅
、
妾
亦
道
粧
、
雅
素
以
娯
其
意
。
以
此
情
思
契
合
、
恩
慕
非
常
。
偶
問
又
聞
東

廊
有
咲
語
磐
、
多
是
殿
下
起
来
也
。
（
小
末
扮
壽
王
上
）

〔
歩
媚
宮
〕
（
小
末
唱
）
晩
来
輯
轄
如
花
擁
。
不
禁
倦
。
起
玩
房
梱
。
呪
、
妃
子
体
先
起
来
了
。
（
貼
同
唱
）
歳
月
相
依
恩
愛
重
。
儘
消
得
春
風
断

（
小
末
）
寡
人
得
汝
之
後
、
情
諧
雲
雨
、
韻
合
燻
策
、
又
已
不
覺
五
年
了
。
（
貼
）
正
是
世
事
短
如
春
夢
、
恩
情
濃
似
秋
霜
、
好
感
慨
人
也
。

〔
錦
纏
道
〕
（
貼
罪
）
思
昔
日
在
粧
楼
。
紅
塵
偶
逢
。
驚
惜
事
忽
忽
。
待
年
来
。
蒙
君
顧
防
。
情
濃
0

(
小
末
輿
賑
同
唱
）
好
一
侶
雙
棲
鳥
。

(13) 

比
目
魚
。
並
帯
芙
蓉
。
断
不
如
漢
長
門
掩
泣
秋
風
。
心
意
照
晴
空
。
幾
廻
間
伯
迷
魂
夢
。
薫
櫨
共
銹
瀧
。
又
提
起
鸞
籠
歓
弄
。
但
吾
生
此

後
莫
瓢
逢
。

第
六
駒

壽
邸
恩
情
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(
1
)
「
道
姑
服
」
、
標
註
本
は
「
道
衣
服
」
に
作
る
。

(
2
)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

(
3
)
「
暗
粧
」
、
陳
氏
標
註
に
「
喘
粧
、
開
元
時
、
宮
中
多

以
粉
飾
両
頬
琥
喘
粧
」
と
。
白
居
易
、
新
架
府
「
時
世
股
」
に
「
股
成
盛
似
含
悲
暗
」
と
あ
る
。

(
4
)
「
襄
王
夢
」
、
陳
氏
標
註
に
「
襄
王
夢
、
神
女
賦
、

楚
襄
王
輿
宋
玉
滸
干
雲
夢
之
浦
、
使
玉
賦
高
唐
之
夢
。
其
夜
王
寝
、
夢
典
神
女
遇
。
其
状
甚
麗
」
と
。
『
文
選
』
巻
十
九
所
収
、
宋
玉
「
高
唐
賦
」
参
照
。

(
5
)
「
妾
身
姓
楊

l
嫁
興
壽
邸
」
。
宋
・
柴
史
『
太
慎
外
博
』
巻
上
に
「
楊
貴
妃
小
字
玉
環
、
弘
農
華
陰
人
也
。
…
…
父
玄
瑛
、
蜀
州
司
戸
。
妃
早
孤
、

養
於
叔
父
河
南
府
士
曹
玄
珪
家
。
開
元
二
十
二
年
十
一
月
、
蹄
於
壽
邸
。
」
と
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
に
述
べ
る
「
蹄
於
壽
邸
」
に
就
い
て
、
『
驚
鴻
記
』

で
は
「
嫁
興
壽
邸
」
と
言
い
代
え
、
楊
玉
環
が
壽
王
妃
と
な
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
「
蹄
於
壽
邸
」
と
は
、
楊
玉
環
が
な
お
宮
女
と
し
て
壽
王
邸
所
属
と

な
っ
た
、
と
の
解
釈
も
可
能
で
あ
る
。
因
に
言
え
ば
、
続
く
「
教
妾
歌
舞
、
精
通
音
律
」
と
は
正
し
く
宮
女
の
技
能
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
6
)

「
愛
禅
」
、
標
註
本
は
、
本
文
は
「
受
禅
」
に
作
る
が
、
眉
註
は
「
愛
禅
」
に
作
る
。
陳
氏
標
註
に
「
壽
王
愛
禅
、
妃
子
便
度
為
尼
、
固
其
迎
合
逢
媚
、

在
壽
邸
已
然
」
と
。
な
お
、
壽
王
が
特
に
禅
を
好
ん
だ
記
事
は
他
に
見
え
ず
、
作
者
呉
世
美
の
創
作
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

(
7
)
標
註
本
は
「
小
末

唱
」
の
三
字
を
欠
く
。

(
8
)
「
堀
策
」
。
土
製
と
竹
製
の
古
代
楽
器
。
兄
弟
仲
の
良
さ
に
喩
え
る
。
『
詩
経
』
大
雅
、
板
に
「
天
之
庸
民
、
如
燻
如
徳
」

と
。
こ
こ
で
は
、
玄
宗
帝
を
戴
く
臣
民
と
し
て
の
壽
王
と
壽
王
妃
の
仲
の
良
さ
に
喩
え
た
も
の
と
考
え
る
。

(
9
)
「
世
事
短
如
春
夢
、
恩
情
濃
似
秋
霜
」
。

『
西
湖
二
集
』
巻
一
「
呉
越
王
再
世
索
江
山
」
に
「
世
事
短
如
春
夢
、
人
情
薄
似
秋
霜
」
と
あ
る
。

(10)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

(11)
「
年
来
」
、

標
註
本
は
「
来
年
」
に
作
る
。

(12)
「
貼
」
、
新
刻
本
（
底
本
）
は
「
旦
」
に
誤
る
。

(13)
「
比
目
魚
」
、
陳
氏
標
註
に
「
比
目
、
東
海
有
比
目
之
魚
、
不

比
不
行
。
爾
雅
」
と
。
『
爾
雅
』
釈
地
に
「
東
方
有
比
目
魚
焉
。
不
比
不
行
、
其
名
謂
之
鰈
」
と
あ
る
。

〔
天
下
柴
〕
（
小
丑
扮
高
力
士
上
唱
）
籠
鼓
哀
遊
倍
喜
欣
。
看
萬
井
望
消
塵
。
龍
顔
鳳
姿
吾
日
近
。
鈎
天
奏
。
逐
雨
駆
雲
。

校
注
驚
鴻
記
四
（
竹
村
）

第

十

四

齢

梨

園

演

楽

註

貼
）
須
知
錦
帳
宮
前
侶

是
昔
瑶
豪
月
下
群
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吹
豪
臨
九
重

衆
唱
）
鼓
飛
雲
上
鶴

（
小
丑
）
敵
楼
到
三
道

小
浄
扮
楽
工
上
。
同
唱

演
習
一
番
。
左
右
的
、
快
喚
那
衆
楽
工
上
来
。

衆
應
了
）
架
有
五
音
、
架

自
家
高
力
土
是
也
。
聖
上
典
娘
娘
、
明
早
要
在
東
興
慶
池
玩
牡
丹
、
命
俺
家
掌
管
梨
園
弟
子
三
百
人
、
承
應
鼓
吹
。
今
日
試
呼
他
門
上
堂
分
付
、

（
末
扮
一
軍
校
上
脆
了
）
是
、
理
會
得
。
（
下
）
公
公
爺
有
命
。
衆
楽
工
一
齊
上
来
。
（
丑
・
小
外
・
小
末
・

〔
柳
架
飛
〕
聖
旨
限
著
明
日
。
明
日
。
齊
要
和
好
音
律
。
音
律
。
若
是
生
辣
非
小
也
。
管
取
他
分
開
首
級
。
首
級
。
典
体
見
公
公
。
大
家

的
。
去
演
習
。

（
同
詭
了
）
衆
楽
工
叩
見
公
公
爺
。
（
小
丑
）
体
憫
是
柴
工
的
頭
児
広
。
（
衆
應
了
）
是
。
（
小
丑
）
体
何
傲
幾
班
演
習
？

(10) 

（
丑
）
方
裁
去
殺
牛
。
（
小
丑
）
敢
是
殺
牛
、

献
与
俺
公
公
爺
広
？

（
丑
）
打
鼓
的
還
未
来
。
（
小
丑
）
却
恕
広
未
来
？

這
個
也
不
消
0

(
丑
）
不
是
献
典
公
公
爺
、
要
拿
牛
皮
来
授
鼓
。
（
小
丑
）
走
、
胡
説
。
祢
何
衆
柴
工
在
此
、
聴
我
分
付
、

明
日
奏
楽
、
大
家
都
要
用
心
。
奏
得
好
、
萬
歳
爺
娘
娘
有
賞
。
（
衆
應
了
）
理
會
得
。
（
小
丑
）
祢
何
柴
エ
頭
児
、
且
都
把
自
家
的
本
等
伎
藝
報
上

来
。
（
小
末
）
小
的
是
馬
仙
期
、
方
響
最
妙
。
（
小
外
）
小
的
是
張
野
狐
、
登
篠
絶
佳
。
（
小
浄
）
小
的
是
李
亀
年
、
精
於
署
角
。
近
寺
不
重
僧
、
江

南
也
檀
一
個
微
名
。
（
丑
）
小
的
是
賀
懐
智
、
長
於
手
拍
。
師
瞭
是
我
的
徒
孫
、
伶
倫
是
我
的
徒
弟
。
（
小
丑
）
口
説
無
憑
、
耳
聴
便
見
。
（
唱
）

．

(15) 

〔
前
腔
〕
祢
何
要
盛
心
力
。
心
力
。
神
遇
天
随
趙
壁
。
趙
壁
。
鳳
貼
龍
調
雙
鶴
舞
。
至
尊
前
。
自
能
賞
識
。
賞
識
。
好
芋
而
鼓
葱
。
不
用

小
丑
）
如
今
忠
広
少
了
一
班
？

工
有
五
班
。

他
。
父
将
出
。

笛
奏
水
中
龍

30 



(
1
)
「
清
塵
」
、
陳
氏
標
註
に
「
慮
謳
、
贈
劉
現
詩
序
、
自
奉
清
塵
」
と
。
『
文
選
』
巻
二
十
五
、
礁
子
諒
「
贈
劉
現
井
書
」
参
照
。

(
2
)
「
鉤
天
奏
」
、

陳
氏
標
註
に
「
史
記
、
秦
穆
公
夢
至
帝
所
聞
、
奏
鉤
天
廣
楽
」
と
。
『
史
記
』
巻
四
十
三
、
趙
世
家
に
「
我
之
帝
所
甚
楽
、
典
百
神
沸
於
鉤
天
、
廣
架
九

奏
萬
舞
、
不
類
三
代
之
楽
と
あ
る
。

(
3
)
標
註
本
は
「
家
」
字
を
欠
く
。

(
4
)
「
弟
子
」
、
標
註
本
は
「
子
弟
」
に
誤
る
。

(
5
)
「
了
」
、
標
註
本
は

「
云
」
に
作
る
。

(
6
)
標
註
本
は
「
下
」
字
を
欠
く
。

(
7
)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。

(
8
)
標
註
本
は
「
應
了
」
二
字
を
欠
く
。

(
9
)
標

註
本
は
「
應
了
」
二
字
を
欠
く
。

(10)
「
裁
」
、
標
註
本
は
「
綾
」
に
作
る
。

(11)
新
刻
本
（
底
本
）
は
「
牛
皮
」
二
字
を
欠
く
。
標
註
本
に
よ
っ
て
補

う。

(12)
標
註
本
は
「
了
」
字
を
欠
く
。

(13)
以
下
、
馬
仙
期
・
張
野
狐
・
李
亀
年
・
賀
懐
智
に
つ
い
て
、
陳
氏
標
註
に
「
此
事
見
楊
妃
外
偲
」
と
。

『
太
直
外
博
」
巻
上
に
「
就
按
於
清
元
小
殿
。
寧
王
吹
玉
笛
、
上
翔
鼓
、
妃
琵
琶
、
馬
仙
期
方
響
、
李
編
年
羮
簗
、
張
野
狐
空
襖
、
賀
懐
智
拍
板
。
」
と

あ
る
。

(14)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

(15)
「
好
芋
而
鼓
琵
」
、
陳
氏
標
註
に
「
韓
文
。
王
好
芋
、
而
子
鼓
琵
。
忍
雖
エ
、
如
王
之
不
好
何
」
と
。

韓
愈
「
答
陳
商
書
」
に
「
王
好
芋
、
而
子
鼓
琵
。
雖
エ
、
如
王
不
好
何
」
と
あ
る
。
（

16
）
「
唱
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。

（
貼
扮
楊
貴
妃
上
）
昭
陽
殿
上
怯
春
衣
、
桃
李
陰
陰
柳
架
飛
。
（
浄
扮
安
緑
山
上
）
聖
代
即
今
多
雨
露
、
小
臣
酔
向
五
雲
迷
。
（
末
・
丑
扮
二
黄
門
上
）
送

君
緩
歩
蹄
青
瑣
、
退
食
従
容
楽
有
餘
。
（
貼
封
浄
）
適
綾
聖
上
、
因
我
洗
禄
山
児
、
賜
以
金
錢
。
臣
子
之
栄
、
至
此
極
突
。
児
、
体
務
要
學
倣
好
人
、

盛
忠
報
国
。
（
浄
脆
了
）
核
児
受
父
皇
母
后
育
蓑
之
恩
、
此
生
愧
無
可
報
。
（
貼
）
我
典
児
同
向
天
地
、
祝
延
聖
壽
、
拝
謝
皇
恩
。
（
浄
．
貼
同
脆
拝
了
唱
）

〔
自
角
児
〕
拝
蒼
冥
。
齊
祝
発
年
。
坐
深
宮
。
朝
宗
萬
旬
。
宜
春
院
。
母
子
常
歓
。
興
慶
池
。
君
臣
永
脊
。
従
今
後
。
遇
神
丹
。
餐
芝
草
。

(
6
)
 

降
青
龍
。
諧
玉
女
。
取
地
飛
天
。
毘
裔
帝
殿
。
西
王
母
筵
。
九
霞
腸
。
氷
桃
碧
瓶
。
群
仙
同
宴
。
＇

（
貼
〕
諸
侍
憫
、
可
奉
聖
上
所
賜
金
錢
、
送
誅
山
児
蹄
院
。
（
末
・
丑
脆
了
）
領
娘
娘
旨
。
（
浄
脆
了
）
今
宵
暫
離
膝
下
、
明
早
又
候
宮
前
。
（
貼
）
祢
進

見
不
拘
畳
夜
、
我
椅
門
相
望
懸
懸
。
（
下
）
（
末
・
丑
輿
浄
同
行
唱
）

(10) 

〔
前
腔
〕
出
金
門
。
春
深
五
雲
。
歩
瑶
階
。
香
分
千
似
。
逸
林
花
。
百
嘲
鶯
遥
。
送
櫨
姻
。
三
條
柳
近
。
誰
似
伊
。
近
龍
顔
。
陪
鳳
螢
゜

校
注
驚
鴻
記
詞
（
竹
村
）
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(

1

2

)

(

1

3

)

 

冠
鴛
班
。
侶
豹
尾
。
魚
水
君
臣
。
家
連
紫
禁
。
戚
属
侯
門
。
百
年
中
。
金
錢
賓
矩
。
長
安
磐
震
。(14) 

（
小
生
扮
李
白
作
大
酔
状
上
）
痛
飲
十
萬
鑑
、
大
唱
三
千
套
。
俺
李
白
今
早
在
宋
王
府
中
、
設
七
賓
花
障
、
聴
寵
姐
之
歌
。
其
音
饒
榛
、
不
覺
大
酔
゜

（
作
嘔
唾
了
）
（
浄
射
小
生
打
調
）
這
個
所
在
、
是
弥
撒
糞
的
広
？

節
度
使
、
目
今
賜
洗
兒
錢
、
休
問
我
恕
的
。
（
小
生
）
罷
了
罷
了
、
天
翻
地
覆
了
。

達
子
出
来
！

咲
了
）
到
要
安
老
爺
脆
他
、
走
、
李
白
、
我
有
何
得
罪
子
体
。
（
小
生
）
走
、
安
祗
山
、
体
有
何
足
歯
子
我
。
（
浄
）
不
敢
欺
、
我
是
天
子
的
邊
郊
萬

走
、
胡
説
。
（
浄
）
這
個
人
也
奇
、
就
破
口
罵
人
、
待
我
也
罵
他
一
場
。
体
那
李
白
且
過
来
。
（
小
生
）
体
那
安
禄
山
且
脆
下
。
（
浄
作

里
長
城
。
（
小
生
）
非
自
誇
、
我
是
営
今
的
斗
酒
百
篇
才
子
。
（
浄
）
我
将
一
剣
之
利
、
牧
百
戦
功
、
能
使
幕
南
無
王
庭
、
匈
奴
失
魂
塊
。
（
小
生
）
我

(17)

（

18) 

以
五
色
之
肝
、
操
―
―
―
寸
管
、
能
使
筆
落
驚
風
雨
、
文
成
泣
鬼
神
。
（
浄
）
我
是
皇
家
貴
戚
、
登
同
小
臣
。
（
小
生
）
我
是
瑶
島
酒
仙
、
偶
鏑
塵
世
。
（
浄
）

(19) 

弥
青
天
白
日
、
不
要
説
鬼
話
。
（
小
生
）
体
斯
役
軍
人
、
休
得
犯
長
者
。
（
浄
）
体
是
江
南
無
用
的
老
腐
儒
。
（
小
生
）
弥
是
塞
北
逃
来
的
駿
翔
狗
。
（
浄
）

•(20) 

体
倣
清
平
詞
、
謡
映
貴
妃
、
謬
次
黄
扉
之
列
。
（
小
生
）
体
献
助
情
花
、
逢
迎
人
主
、
宜
加
赤
族
之
誅
。
（
浄
）
韓
荊
州
薦
書
不
上
、
休
今
朝
還
乞
食

四
方
。
（
小
生
）
張
守
珪
軍
令
若
行
、
休
往
日
巳
分
屍
両
段
。
（
浄
）
弥
這
幾
句
歪
詩
児
。
吃
不
得
、
穿
不
上
、
用
不
来
。
何
須
傲
物
軽
世
。
（
小
生
）

弥
這
一
張
大
杜
子
、
襄
着
酒
、
袋
着
飯
、
積
着
糞
。
登
堪
玉
帯
金
魚
。
（
浄
）
我
氣
我
氣
、
我
氣
死
也
。
（
小
生
）
氣
死
了
体
這
臭
達
子
、
倒
除
了
中

可
怪
書
生
氣
識
頑

向
人
白
眼
世
途
難

（
浄
）
我
無
雲
暫
作
池
中
物

祢
有
眼
何
曾
識
泰
山

丑 末）

華
胆
腋
累
氣
。
（
又
作
嘔
吐
下
）
（
末
・
丑
自
小
生
上
場
至
下
場
、
随
意
打
輝
） （

小
生
高
叫
）
体
是
何
等
様
人
、
轍
来
戯
弄
李
爺
。
（
浄
）
是
貴
妃
娘
娘
的
養
子
安

一
個
閉
月
羞
花
的
中
朝
母
后
、
難
道
養
祢
這
個
巻
髪
巨
鼻
的
臭

32 



(
1
)
「
今
」
、
標
註
本
は
「
見
」
に
作
る
。
（

2
）
「
聖
上
、
因
」
三
字
、
標
註
本
は
「
一
A
ー
内
」
(
?
)
に
作
り
、
意
味
不
明
。
（

3
）
「
錢
」
字
、
標
註

本
で
は
意
味
不
明
。

(
4
)
新
刻
本
（
底
本
）
は
「
詭
」
字
を
欠
く
。
標
註
本
に
よ
っ
て
補
う
。

(
5
)
陳
氏
標
註
に
「
ロ
ロ
ロ
ロ
（
四
字
不
明
）
言
風
旨
、

自
遠
有
詩
人
之
忠
厚
」
と
。
こ
の
標
註
が
本
文
の
ど
の
部
分
の
註
か
不
詳
。
仮
に
こ
こ
に
標
す
る
。
（

6
）
「
鹿
裔
」
、
陳
氏
標
註
に
「
山
海
鰹
、
鹿
裔
為

上
帝
之
下
都
」
と
。
『
山
海
鰹
』
西
山
紐
、
海
内
西
経
等
に
見
え
る
。

(
7
)
「
氷
桃
碧
藉
」
、
陳
氏
標
註
に
「
説
類
、
周
穆
王
開
宴
、
王
母
献
氷
桃
・
碧

藉
」
と
。
『
拾
遺
記
』
巻
三
、
「
周
穆
王
」
に
「
西
王
母
乗
翠
鳳
之
螢
而
来
、
ー
又
進
ー
萬
歳
沐
桃
、
千
常
碧
瓶
」
と
あ
る
。

(
8
)
標
註
本
は
「
（
末
・

丑
脆
了
）
領
娘
娘
旨
」
の
八
字
を
欠
く
。

(
9
)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。

(10)
陳
氏
標
註
に
「
富
艶
之
極
」
と
あ
る
。

(11)
陳
氏
標
註
に

「
上
官
儀
曰
、
御
史
供
奉
亦
揮
下
接
武
口
龍
口
羽
鶴
鷺
」
と
。
後
半
六
字
不
詳
。
上
官
儀
の
故
事
、
出
処
不
詳
。
ま
た
、
本
文
の
ど
の
部
分
の
注
で
あ
る

か
も
不
明
。
仮
に
こ
こ
に
標
す
る
。

(12)
「
豹
尾
」
、
陳
氏
標
註
に
「
揚
雄
傭
注
、
大
駕
属
車
八
十
一
乗
、
作
三
行
、
尚
書
御
史
乗
之
。
最
後
一
乗
縣
豹

尾
、
豹
尾
以
前
皆
省
中
」
と
。
『
漢
書
』
巻
八
十
七
上
、
揚
雄
伝
に
引
く
「
甘
泉
賦
」
に
「
在
圏
車
間
豹
尾
中
」
と
あ
る
部
分
の
服
虔
注
。

(13)
「震」、

標
註
本
は
「
振
」
に
作
る
。
（

14
）
「
障
」
、
標
註
本
は
「
欄
」
に
作
る
。
（

15
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(16
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に

作
る
。

(17)
「
筆
落
驚
風
雨
、
文
成
泣
鬼
神
」
、
杜
甫
「
寄
李
十
二
白
二
十
韻
」
詩
に
「
筆
落
驚
風
雨
、
詩
成
泣
鬼
神
」
と
。

(18)
「
嫡
」
、
新
刻
本
（
底

本
）
は
「
摘
」
に
誤
る
。
標
註
本
に
よ
っ
て
改
め
る
。

(19)
陳
氏
標
註
に
「
此
亦
作
一
笑
」
と
。
（

20
）
「
助
情
花
」
、
『
開
元
天
賓
遺
事
』
「
助
情
花
」

に
「
安
禄
山
初
承
聖
賄
、
因
進
助
情
花
香
百
粒
、
大
小
如
梗
米
而
色
紅
」
と
あ
る
。

〔
念
奴
嬌
引
〕
（
生
扮
唐
明
皇
、
貼
扮
楊
貴
妃
、
旦
・
小
旦
扮
二
宮
女
、
小
丑
扮
高
力
士
上
、
生
唱
〕
一
天
秋
霧
悶
看
金
粟
正
繁
。
芙
蓉
初
麗
。
（
貼
上
唱
）
花

蒋
楼
頭
残
月
起
。
照
見
玉
人
千
里
0

(
丑
．
旦
・
小
旦
唱
）
宿
酒
方
醒
。
晩
粧
綾
罷
。
又
把
芳
樽
理
。
（
外
扮
宋
王
、
末
扮
申
王
、
小
生
扮
岐
王
、
小
浄
扮

漢
王
、
浄
扮
安
禄
山
、
衆
扮
架
エ
上
、
同
唱
）
千
・
秋
ぃ
佳
一
｛
晏
。
承
因
心
佃
学
ハ
小
堂
呆
棒
唸

〔
鵡
胡
天
〕
（
生
）
枕
章
楼
憂
正
早
秋
、
彩
雲
依
水
晩
来
収
。
（
貼
）
埃
邊
函
苔
元
同
菩
、
水
底
鴛
喬
自
並
頭
。
（
旦
・
小
旦
・
丑
同
云
）
敵
金
楼
、
桂

銀
鉤
、
清
朝
何
事
不
風
流
。
（
衆
）
要
令
萬
歳
千
秋
後
、
想
到
今
宵
花
蒋
楼
。
（
貼
俯
伏
了
）
賤
妾
叩
見
陛
下
。
（
生
）
妃
子
起
来
。
（
外
末
・
小
生
・
小
浄

校
注
驚
鴻
記
同
（
竹
村
）
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（
貼
）
賤
妾
嘗
漫

俯
伏
了
）
臣
成
器
、
臣
成
義
、
臣
範
、
臣
業
、
蒙
召
赴
宴
。
願
吾
皇
萬
歳
。
（
生
）
皇
兄
皇
弟
少
證
。
（
浄
俯
伏
了
）
臣
安
禄
山
叩
見
母
后
、
願
母
后

(10
)
 

萬
歳
萬
萬
歳
。
吾
皇
同
之
。
（
生
）
禄
山
先
拝
妃
子
、
何
也
？
（
浄
）
臣
本
胡
種
、
胡
人
先
母
而
後
父
、
故
臣
行
胡
證
。
（
外
）
想
胡
證
如
此
、

(12)

（

13) 

禄
山
亦
非
浪
言
。
（
生
咲
了
）
賜
卿
無
罪
。
（
浄
）
萬
歳
。
（
生
）
今
日
八
月
五
日
、
乃
朕
初
降
之
辰
、
早
已
光
禄
寺
安
排
筵
席
、
宴
百
官
子
花
蒋

(14
)
 

楼
下
。
朕
典
諸
王
・
貴
妃
宴
千
楼
上
、
不
知
完
備
未
曾
。
（
丑
俯
伏
了
）
稟
爺
、
酒
已
完
備
多
時
。
（
貼
輿
諸
王
浄
各
逓
酒
科
、
衆
架
エ
鼓
吹
畢
）
（
生
）

(16) 

衆
柴
工
倶
楼
下
伺
候
。
（
衆
架
工
下
）

(18) 

〔
念
奴
嬌
序
〕
（
貼
唱
）
清
輝
萬
里
。
正
千
秋
節
届
。
君
王
會
楽
。
瓢
遥
。
粉
黛
三
千
。
崩
滴
引
。
何
来
一
派
仙
詔
。
罐
咲
。
玉
樹
清
歌
。

境
豪
緩
舞
。
棲
頭
喧
慮
月
初
高
0

(
合
唱
）
惟
願
取
人
間
天
上
。
常
似
今
宵
゜

〔
前
腔
〕
（
旦
・
小
旦
同
唱
）
祈
躊
。
南
山
壽
考
。
身
常
傍
金
屋
銅
豪
。
月
夕
花
朝
。
金
井
観
櫨
。
清
映
慮
。
鴛
喬
誤
入
平
橋
。
窃
究
。
院
宇

浣
況
。
池
亭
消
消
。
星
毬
銀
燭
爛
紅
舘
0

(
合
唱
）
面
薗
四

〔
前
腔
〕
（
外
・
末
・
小
生
・
小
浄
唱
）
秋
早
。
梧
葉
初
飛
。
芙
蓉
未
老
。
砂
四
疑
身
世
入
雲
雷
。
天
如
鏡
。
盈
盈
秋
水
魂
消
。
争
道
。
花
蒋
恩
深
゜

楼
頭
宴
罷
。
微
微
臣
何
以
報
境
瞬
o

（
合
餌
）
圃
闇
]

(24)

（

25) 

〔
前
腔
〕
（
浄
咄
）
傾
倒
。
惜
玉
憐
香
。
尋
罐
追
咲
。
大
唐
天
子
任
風
騒
。
人
稲
是
。
―
―
一
郎
浣
酔
多
嬌
。
寒
蛸
。
月
落
蝦
鑽
。
風
蹄
魚
藻
゜

萬
年
王
母
上
氷
藍
o

（
合
加
）
固
涵
]

（
生
）
嘗
此
良
夜
、
甚
思
覚
裳
羽
衣
。
就
宣
承
應
的
架
エ
上
来
。
歌
的
歌
、
舞
的
舞
、
博
一
大
酔
、
不
知
妃
子
意
下
如
何
？

(28)

（

29) 

舞
繊
腰
、
陛
下
須
連
浮
大
白
。
（
内
架
エ
上
鼓
吹
、
貼
作
舞
了
、
衆
合
唱
）

(30) 

〔
古
輪
豪
〕
舞
繊
腰
。
金
樽
細
倒
。
夜
沼
遥
。
寛
裳
一
曲
人
年
少
。
瑶
池
仙
調
。
似
喘
鶯
轄
喬
。
清
韻
十
分
工
巧
。
飛
燕
軽
詔
。
神
龍
天

(31)

（

32)

（

33)

（

34) 

矯
。
看
争
誇
今
夜
好
良
宵
。
玉
山
自
倒
。
成
就
了
鳳
友
鸞
顛
。
蜂
喧
蝶
闇
。
流
蘇
帳
底
。
偕
誰
知
道
。
仙
女
會
藍
橋
。
陽
蛋
蛸
。
襄
王
蹄

向
楚
山
高
。

（
生
封
貼
云
）
妙
歌
妙
舞
、
生
受
体
、
匝
得
一
大
酔
也
。
（
又
背
低
唱
）
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(
1
)
「
小
丑
」
、
標
註
本
は
「
丑
」
に
作
る
。

(
2
)
標
註
本
は
「
上
」
字
を
欠
く
。

(
3
)
標
註
本
は
「
上
唱
」
の
二
字
を
欠
く
。

(
4
)
標
註
本
は

「
唱
」
字
を
欠
く
。

(
5
)
新
刻
本
（
底
本
）
は
「
同
云
」
の
二
字
を
欠
く
。
標
註
本
に
よ
っ
て
補
う
。

(
6
)
「
今
宵
」
、
標
註
本
は
「
今
朝
」
に
作
る
。

(
7
)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(
8
)
標
註
本
は
「
了
」
字
を
欠
く
。

(
9
)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(10)
唐
・
挑
汝
能
『
安

緑
山
事
迩
』
巻
上
に
「
（
緑
山
）
毎
射
見
、
先
拝
太
貝
。
玄
宗
問
之
、
奏
曰
、
蕃
人
先
母
後
父
耳
。
」
と
あ
る
。
ま
た
陳
氏
標
註
に
「
真
萬
年
遺
臭
。
向

猶
載
之
簡
冊
、
今
則
譜
之
劇
場
。
明
皇
千
載
有
知
、
猶
堪
痛
恨
。
」
と
。
（

11
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。

(12)
「
光
禄
寺
」
、
新
刻
本
（
底

校
注
驚
鴻
記
同
（
竹
村
）

註

盈
盈
一
水
間
(56) 

肱
肱
不
得
語

〔
餘
文
〕
傷
情
慮
゜
絞
咬
牽
牛
星

明
明
河
漠
女

一
水
遥
。
細
然
劉
芳
辰
喧
笑
。
還
自
想
人
在
長
門
怨
寂
蓼
゜

(36) 

〔
前
腔
〕
休
炒
。
猛
然
想
薔
日
恩
情
。
終
不
然
着
意
新
絃
。
把
筈
絃
撤
了
。
那
日
梅
亭
。
商
繭
向
神
天
堪
表
。
也
只
為
妬
雨
迷
雲
。
落
梅

誰
掃
。
想
賞
初
柳
媚
共
桃
夭
。
可
憐
秋
草
。
不
覺
涙
洒
鮫
鮪
。
楼
西
喧
闇
。
翻
愁
。
難
遣
楼
東
懐
抱
。
此
事
毎
神
榜
0

(
外
・
小
生
・
小
浄
．

(38) 

末
云
）
陛
下
常
歓
場
中
、
為
何
戚
然
不
柴
？
（
生
）
正
是
酒
蘭
人
倦
、
不
覺
楽
極
悲
生
。
（
外
・
小
生
・
末
・
浄
・
小
浄
云
）
臣
等
敬
已
告
蹄
、
願
吾
王
安

寝
。
（
生
）
皇
兄
皇
帝
請
了
。
（
外
・
末
・
小
生
・
小
浄
．
浄
井
衆
架
工
同
唱
）
賠
面
心
他
心
裏
。
驚
鴻
那
慮
愛
猶
饒
0

(倶下）

(42) 

（
貼
）
陛
下
自
属
意
楼
東
、
何
用
東
支
西
吾
、
可
遣
高
力
士
召
致
梅
精
、
賤
妾
常
避
蹄
私
第
。
（
生
）
咳
、
朕
無
此
心
、
妃
子
弥
又
多
心
了
。
（
貼
）

罷
罷
罷
、
金
祝
莫
侍
同
心
結
、
難
必
君
心
似
妾
心
。
（
下
）
（
小
旦
・
旦
倶
下
）
（
生
吊
場
）
高
力
士
、
体
是
我
家
老
奴
、
可
知
朕
的
心
事
広
。
（
丑
）
但

聴
適
綾
楊
娘
娘
説
的
就
是
。
（
生
）
体
既
知
我
心
、
可
輿
朕
去
看
梅
妃
動
静
何
如
。
（
丑
）
奴
婢
謹
領
旨
。
（
丑
下
）
（
生
）
高
力
土
轄
来
。
（
丑
）
爺
又

叫
奴
婢
轄
来
甚
的
。
（
生
）
此
事
須
要
謹
密
些
。
（
丑
）
爺
爺
自
家
要
謹
密
些
、
不
須
分
付
奴
婢
。
（
丑
下
）
（
生
嘆
了
）
梅
妃
梅
妃
。
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本
）
は
「
光
禄
司
」
に
作
る
。
標
註
本
に
よ
っ
て
改
め
る
。

(13)
「
百
官
」
、
標
註
本
は
「
百
百
官
」
に
桁
す
る
。

(14)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作

る。

(15)
新
刻
本
（
底
本
）
は
「
科
」
字
を
欠
く
。
標
註
本
に
よ
っ
て
補
う
。

(16)
「
候
」
、
新
刻
本
（
底
本
）
は
「
侯
」
に
誤
る
。
標
註
本
に
よ
っ
て

補
う
。

(17)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

(18)
「
樹
」
、
標
註
本
は
「
樹
」
に
作
る
。
次
の
「
複
豪
」
と
の
対
句
を
考
え
れ
ば
、
「
玉
樹
」
の
方
が
よ

り
良
い
様
に
思
わ
れ
る
。

(19)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

(20)
「
合
唱
」
、
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。
明
・
胡
文
換
『
群
音
類
選
』
巻
十
四
で

は
「
合
前
」
に
作
る
。

(21)
「
榎
瑶
」
、
陳
氏
標
註
に
「
詩
、
投
我
以
木
桃
、
報
之
以
境
瑶
」
と
。
『
詩
経
』
衛
風
、
木
瓜
の
語
。

(22)
「
合
唱
」
、
標
註

本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。
『
群
音
類
選
』
本
は
「
合
前
」
に
作
る
。

(23)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

(24)
「
三
郎
」
、
陳
氏
標
註
に
「
三
郎
、
明
皇

一
（
小
？
）
字
」
と
。

(25)
「
蝦
鑽
」
、
陳
氏
標
註
に
「
蝦
鑽
、
簾
」
と
。
元
・
薩
都
拉
『
雁
門
集
』
巻
十
三
「
寒
夜
即
事
次
韻
呈
許
榮
達
」
詩
に
「
翠

簾
寒
重
捲
蝦
鑽
」
と
あ
る
。
（

26
）
「
氷
桃
」
、
陳
氏
標
註
に
「
氷
桃
已
見
」
と
。
第
十
七
駒
「
洗
児
賜
錢
」
、
註
（

7
）
を
参
照
。

(27)
「
合
唱
」
、
標
註

本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。
『
群
音
類
選
』
本
は
「
合
前
」
に
作
る
。

(28)
「
大
白
」
、
陳
氏
標
註
に
「
大
白
、
罰
酒
器
」
と
。
漢
・
劉
向
『
説
苑
』
善
説

に
「
魏
文
侯
輿
大
夫
飲
酒
、
使
公
乗
不
仁
為
艤
政
曰
、
飲
不
噌
者
、
浮
以
大
白
」
と
。

(29
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(30
）
「
十
分
」
、
標
註

本
は
「
十
五
」
に
誤
る
。

(31)
「
看
争
」
、
標
註
本
は
「
争
看
」
に
作
る
。

(32)
「
玉
山
自
倒
」
、
陳
氏
標
註
に
「
李
太
白
詩
、
玉
山
自
倒
非
」
と
。
李
白

「
襄
陽
歌
」
に
「
宝
山
自
倒
非
人
推
」
と
あ
る
。
（

33
）
「
仙
女
」
、
標
註
本
は
「
仙
子
」
に
作
る
。

(34)
「
藍
橋
」
、
陳
氏
標
註
に
「
藍
橋
、
袈
航
事
」
と
。

『
太
平
広
記
』
巻
五
十
、
「
袈
航
」
に
、
袈
航
が
藍
橋
で
雲
英
に
遭
っ
た
故
事
を
載
せ
る
。

(35)
新
刻
本
（
底
本
）
は
「
云
」
字
を
欠
く
。
標
註
本
に

よ
っ
て
補
う
。

(36)
陳
氏
標
註
に
「
属
網
膠
事
。
忽
有
苓
寂
之
感
。
絶
妙
□

亦
伏
後
案
」
と
。
「
後
案
を
伏
す
」
と
は
、
後
に
玄
宗
が
梅
妃
を
忘
れ
か

ね
て
密
会
す
る
事
を
い
う
。
第
十
九
齢
「
梅
妃
遺
賦
」
、
第
二
十
一
酌
「
翠
閣
好
會
」
参
照
。
（

37
）
「
外
・
小
生
・
小
浄
・
末
云
」
、
標
註
本
は
「
外
・
末
・

小
生
・
小
争
云
」
に
作
る
。
新
刻
本
（
底
本
）
は
「
云
」
字
を
欠
く
が
、
標
註
本
に
よ
っ
て
補
う
。

(38)
漠
・
武
帝
「
秋
風
僻
」
に
「
歓
柴
極
分
哀
情

多
」
と
。

(39)
「
外
・
小
生
・
末
・
浄
・
小
浄
云
」
、
標
註
本
は
「
外
・
末
・
小
生
・
小
浄
云
」
に
作
る
。
新
刻
本
（
底
本
）
は
「
云
」
字
を
欠
く
が
、

標
註
本
に
よ
っ
て
補
う
。

(40)
「
王
」
、
標
註
本
は
「
皇
」
に
作
る
。

(41)
「
衆
」
、
標
註
本
は
「
二
に
誤
る
。

(42)
「
致
」
、
標
註
本
は
「
至
」
に
誤

る。

(43)
「
小
旦
・
旦
」
、
標
註
本
は
「
旦
・
小
旦
」
に
作
る
。

(44)
「
丑
」
、
標
註
本
は
「
小
丑
」
に
作
る
。

(45)
「
楊
娘
娘
」
、
新
刻
本
（
底
本
）
は

「
楊
」
字
を
欠
く
。
標
註
本
に
よ
っ
て
補
う
。

(46)
「
丑
」
、
標
註
本
は
「
小
丑
」
に
作
る
。

(47)
新
刻
本
（
底
本
）
は
「
謹
」
字
を
欠
く
。
標
註
本
に

よ
っ
て
補
う
。

(48)
標
註
本
は
「
丑
」
字
を
欠
く
。

(49)
「
丑
」
、
標
註
本
は
「
小
丑
」
に
作
る
。

(50)
「
須
要
」
、
新
刻
本
（
底
本
）
は
「
須
」
字
を

欠
く
。
標
註
本
に
よ
っ
て
補
う
。

(51)
「
謹
密
」
、
標
註
本
は
「
緊
密
」
に
作
る
。

(52)
「
丑
」
、
標
註
本
は
「
小
丑
」
に
作
る
。

(53)
「
謹
密
」
、
標
註

本
は
「
緊
密
」
に
作
る
。

(54)
標
註
本
は
「
丑
（
小
丑
）
」
字
を
欠
く
。

(55)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(56)
「
古
詩
十
九
首
」
其
十
詩
に

「
逗
逗
牽
牛
星
、
絞
絞
河
漠
女
、
ー
盈
盈
一
水
間
、
脈
脈
不
得
語
」
と
（
『
文
選
』
巻
二
十
九
）
。
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第
二
十
二
駒

〔
掛
真
兒
〕
（
浄
扮
安
禄
山
金
紹
変
龍
抱
上
、
唱
）
列
土
分
茅
贋
帝
命
。
営
今
萬
里
長
城
。
華
夏
貌
献
。
羽
林
討
豹
。
指
日
風
雲
須
定
。

「
赫
赫
威
神
掩
日
、
昂
昂
志
氣
沖
天
。
不
能
流
芳
百
世
、
亦
常
遺
臭
萬
年
」
。
自
家
安
祗
山
、
平
胡
定
虜
、
厘
立
奇
勲
、
尚
主
入
宮
、
頻
蒙
異
寵
゜

近
日
天
子
有
命
、
封
俺
為
東
平
郡
王
、
加
俺
為
左
僕
射
。
又
起
第
親
仁
坊
、
但
究
壮
麗
、
不
限
財
力
、
賑
御
物
件
、
過
於
禁
中
。
在
臣
子
恩
栄

已
極
、
奈
帝
皇
位
琥
更
高
、
歌
然
有
懐
、
貪
慕
無
已
。
只
是
一
件
、
朝
廷
有
二
三
大
臣
、
甚
是
妬
俺
、
頗
陳
禄
山
反
状
、
聖
上
此
番
召
禄
山
、

想
也
有
些
疑
俺
了
。
俺
今
聞
命
即
至
、
可
破
天
子
之
疑
、
兼
侍
貴
妃
在
傍
、
解
分
諸
臣
之
謗
。
此
間
已
是
宮
前
、
不
免
大
胆
覚
入
、
未
知
吉
凶

（
生
扮
唐
明
皇
、
貼
扮
楊
貴
妃
、
丑
・
外
扮
二
黄
門
、
旦
・
小
旦
扮
二
宮
女
随
上
）

〔
神
伏
兒
〕
（
生
唱
）
朝
廷
清
晏
。
邊
郊
底
奨
。
唐
虞
何
添
0

(
貼
唱
）
君
福
綿
綿
遠
。
緑
撰
朱
顔
占
断
。
（
衆
唱
）
惟
勒
鼎
頌
千
年
。
惟
勅
鼎
頌

（
浄
俯
伏
了
）
臣
東
平
郡
王
安
緑
山
、
蒙
召
叩
見
、
願
吾
皇
萬
歳
萬
萬
歳
、
母
后
千
歳
千
千
歳
。
（
生
）
我
児
、
汝
自
河
東
至
長
安
、
道
路
頗
遥
、

入
朝
何
速
。
（
浄
）
君
命
召
、
不
侯
駕
而
行
、
臣
星
夜
騒
馳
、
幸
免
遅
慢
之
罪
。
（
生
封
貼
云
）
近
日
太
子
異
楊
國
忠
、
奏
禄
山
必
反
、
試
召
之
必
不

来
。
朕
今
召
緑
山
、
聞
命
即
至
、
何
可
盛
信
。
（
貼
俯
伏
了
）
妾
聞
有
明
君
、
然
後
有
忠
臣
、
緑
山
兒
雖
忠
、
自
非
陛
下
明
見
萬
里
、
亦
不
得
其
用
。

（
生
）
妃
子
起
来
。
（
貼
）
萬
歳
。
（
浄
）
臣
向
時
以
愚
塞
不
拝
太
子
、
太
子
至
今
恨
臣
。
陛
下
寵
臣
太
隆
、
又
起
宰
臣
之
忌
、
所
以
謗
言
朋
典
。
伏

(18) 

望
陛
下
憐
而
察
之
。
（
生
）
三
鎮
廼
國
家
重
地
、
卿
領
其
任
、
不
宜
久
留
京
都
。
明
日
就
行
、
朕
今
日
興
妃
子
為
汝
祖
錢
、
便
了
。
（
浄
）
臣
謹
奉

詔
0

(
生
）
諸
侍
間
、
可
整
酒
来
。
（
丑
・
外
逓
酒
盃
上
生
）
（
生
逓
酒
浄
）
（
浄
脆
受
了
）

〔
駐
雲
飛
〕
（
生
唱
）
絲
開
高
筵
。
委
汝
兵
権
登
偶
然
。
九
塞
多
賑
瞼
。
五
位
窟
宵
肝
。
喋
盈
案
謗
書
懸
。
忍
謡
忠
察
。
我
兒
過
来
。
（
浄
）

臣
有
。
（
作
俯
伏
布
）
（
生
）
朕
鮮
飛
龍
御
抱
賜
汝
、
汝
宜
服
之
、
以
壮
四
夷
之
観
、
粛
諸
軍
之
望
。
（
作
鮮
衣
賜
浄
了
、
生
唱
）
凍
l

換
朝
管
lo

侃
却
南
宮
剣
。

一
領
黄
抱
掛
憫
間
。
萬
里
蒼
生
羨
路
間
0

(
貼
送
酒
浄
、
浄
脆
受
了
）
（
貼
唱
）

千
年
。

若
何
゜

校
注
驚
鴻
記
回
（
竹
村
）

祗
山
癖
朝
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同
之
。

(21) 

〔
前
腔
〕
鉦
鼓
喧
閾
。
再
再
東
風
促
去
鞭
。
我
珠
翠
何
心
懇
。
祢
誠
赤
應
須
瞼
。
喋

(25)

（

25) 

臣
有
。
（
作
俯
伏
了
）
（
貼
）
妾
聞
古
之
人
臣
、
有
功
者
則
君
賜
環
、
有
罪
者
則
君
賜
決
。
汝
今
有
功
無
罪
、
妾
以
白
玉
環
賜
汝
、
汝
宜
侃
之
以
耀
平
虜
之

（

切

）

（

28)

功
、
彰
得
君
之
轡
。
（
作
脱
玉
環
賜
浄
了
、
貼
唱
）
玉
色
清
英
。
徳
比
君
無
砧
。
好
慰
輩
・
子
山
斗
詔
。
要
使
威
霰
邊
塞
他
。

（
浄
詭
了
）
臣
安
緑
山
、
蒙
父
皇
母
后
恩
賜
非
常
、
臣
之
田
園
服
御
、
皆
陛
下
賜
也
。
愧
無
以
報
、
惟
此
身
受
之
父
母
、
今
日
決
願
剖
心
裂
肝
、

(31)

（

32) 

把
心
献
上
父
皇
、
把
肝
献
上
母
后
。
（
貼
作
咲
了
）
体
這
痴
児
、
心
肝
可
是
好
剖
開
的
、
却
不
會
死
了
休
。
（
浄
）
臣
便
死
也
甘
心
。
（
生
）
汝
自
盟
干

(22) 

板
蕩
識
忠
賢
。
要
知
天
脊
0

(
貼
）
我
兒
過
来
。
（
浄
）

心
足
突
、
何
必
剖
肝
。
（
浄
）
既
如
此
、
微
臣
告
瑕
御
饂
、
祝
延
聖
壽
。
（
将
酒
到
天
祝
拝
了
、
唱
）

(33)

（

35) 

〔
駐
馬
聴
〕
暗
祝
蒼
天
。
萬
歳
千
秋
贈
聖
年
。
（
轄
向
生
・
貼
脆
進
酒
了
、
浄
唱
）
今
是
恒
升
日
月
。
輩
固
山
陵
。
緑
壽
方
綿
。
東
流
萬
貢
賓
中

飲
。
南
蕉
舜
楽
楼
前
燕
。
願
父
皇
母
后
、
保
愛
聖
射
。
臣
不
知
何
時
復
承
歓
膝
下
也
。
（
作
哭
＇
）
臣
此
去
呵
゜
遥
遠
長
安
。
忽
親
雲
間
数
應
。
肱

肱
丹
心
廻
轄
。

(37) 

（
生
）
今
日
是
黄
道
吉
晨
、
禄
山
暫
整
行
色
。
朕
典
妃
子
百
官
、
倶
送
至
長
安
城
門
外
、
諸
侍
門
、
移
輩
来
。
（
浄
）
萬
歳
。
（
内
鳴
金
鼓
、
小
末
・
小

外
・
小
丑
・
小
浄
扮
四
番
将
、
各
執
刀
斧
上
）
（
小
末
）
大
蒋
祉
笛
器
虞
蓄
一
道
。
（
小
外
）
天
宮
籠
鼓
振
征
鞍
。
（
小
丑
）
雲
峰
四
起
近
哀
幌
。
（
小
浄
）
水
樹
千
重

映
玉
顔
。
（
労
侍
。
生
・
貼
作
上
螢
行
了
）
（
浄
作
上
馬
行
了
）
（
末
・
外
旦
・
小
旦
随
行
）
（
合
唱
）

(41)

（

42)

（

43) 

〔
前
腔
〕
白
帝
城
邊
。
殊
勝
昆
明
慇
漠
年
。
盛
道
明
皇
選
将
。
慈
后
憐
材
。
猛
士
揮
鞭
。
蚊
龍
出
没
愴
涙
撼
。
鯨
銃
甑
伏
風
雲
掩
0

(
四
賂

近
前
俯
伏
了
）
衆
将
官
迎
駕
。
（
生
）
好
一
等
魁
梧
奇
偉
的
猛
将
軍
。
（
浄
）
此
蕃
将
也
、
力
能
拒
虎
、
射
能
穿
楊
、
匈
奴
見
之
、
皆
失
魂
塊
。
今
漠
将
柔
怯
、

(48) 

不
足
輿
用
武
。
臣
請
以
番
将
三
十
二
人
代
漠
将
、
未
知
聖
意
若
何
。
（
生
）
依
卿
所
奏
。
（
浄
同
四
将
同
呼
萬
歳
、
起
了
。
合
唱
）
濫
l

遠
長
｛
女
。
争
全
得
可
舒
i

北

(49) 

斗
。
欲
上
臨
洸
不
敢
゜

（
末
・
外
脆
了
）
此
間
長
安
城
門
、
請
爺
爺
娘
娘
回
駕
。
（
浄
俯
伏
了
）
臣
荷
蒙
聖
恩
、
即
此
遠
別
。
願
父
皇
萬
歳
、
母
后
千
歳
。
（
生
・
貼
）
緑
山
児

（
生
）
烈
烈
征
夫
邁
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註

（
貼
）
茫
茫
塞
草
枯

（
衆
）
瀧
頭
那
用
閉

萬
里
不
防
胡

(
1
)
新
刻
本
（
底
本
）
は
「
列
」
字
不
詳
。
標
註
本
に
よ
っ
て
補
う
。

(
2
)
「
分
茅
」
、
陳
氏
標
註
に
「
分
茅
、
天
子
之
社
、

東
方
青
土
、
南
方
赤
土
、

西
方
白
土
、
北
方
黒
土
、
冒
以
黄
土
。
凡
有
封
一
（
土
？
）
、
随
其
方
向
取
土
典
之
、
蹄
以
為
社
。
包
以
白
茅
、
故
曰
分
茅。

」
と
。

『
獨
断
』
に
「
天

子
大
社
、
以
五
色
土
為
壇
。
ー
東
方
受
青
、
南
方
受
赤
、
他
如
其
方
色
、
茸
以
白
茅
授
之
。
各
以
其
所
封
之
方
色
、
蹄
國
以
立
社
、
故
謂
之
受
茅
土
。
」

と
あ
る
。

(
3
)
「
萬
里
長
城
」
、
陳
氏
標
註
に
「
萬
里
長
城
、
檀
済
道
臨
刑
曰
、
壊
汝
萬
里
長
城
耶
」
と
。
『
南
史
』
巻
十
五
、
檀
道
演
伝
参
照
。

(
4
)

「
赫
赫
威
神
掩
曰
、
昂
昂
志
氣
沖
天
」
、
標
註
本
は
十
二
字
の
う
ち
、
「
神
掩
…
志
氣
」
の
四
字
相
当
部
分
を
欠
く
。
(
5
)
「
常
遺
臭
萬
年
」
、
標
註
本
は

「
能
遺
臭
嘗
年
」
に
作
る
。
(6
)

『
資
治
通
鑑
』
巻
ニ
―
六
、
天
賓
九
載
條
に
「
五
月
、
乙
卯
、
賜
安
祗
山
爵
東
平
郡
王
。
」
と
あ
る
。
(7
)
標
註
本

は
「
披
」
字
を
欠
く
。

(
8
)
陳
氏
標
註
に
「
此
禄
山
最
狡
之
慮
」
と
。
（

9
）
「
添
」
、
標
註
本
は
「
太
」
に
誤
る
。
(10)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

(11)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

(12)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。
(13)
陳
氏
標
註
に
「
最
狡
最
狡
」
と
。

(14)
新
刻
本
（
底
本
）
は

「
云
」
字
を
欠
く
。
標
註
本
に
よ
っ
て
補
う
。
(
15)
陳
氏
標
註
に
「
可
恥
可
恥
」
と
。
(16)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(17)
標
註
本
は

「
兒
」
字
を
欠
く
。
(18)
新
刻
本
（
底
本
）
は
「
便
了
」
二
字
を
欠
く
。
標
註
本
に
よ
っ
て
補
う
。
(19)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。
(20)

標
註
本
は
「
生
」
字
を
欠
く
。

(21)
標
註
本
は
「
体
」
字
を
欠
く
。
(22)
「
板
蕩
」
、
陳
氏
標
註
に
「
板
蕩
二
詩
篇
。
又
太
宗
詩
、
疾
風
知
勁
草
、
板
蕩

識
忠
臣
」
と
。
『
詩
鰹
』
大
雅
に
「
板
」
と
「
蕩
」
の
二
詩
篇
が
あ
る
。
又
『
全
魁
詩
』
巻
一
、
太
宗
「
賜
繭
璃
」
詩
に
「
疾
風
知
勁
草
、
板
蕩
識
誠
臣
」

と
あ
る
。
(23)
標
註
本
は
「
貼
」
字
を
欠
く
。
(24)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。
(25)
「
賜
環
」
「
賜
決
」
、
陳
氏
標
註
に
「
賜
坪
．
賜
決
、

出
礼
記
」
と
。
『
儀
證
』
喪
服
疏
に
「
得
環
則
還
、
得
決
則
去
」
の
語
が
あ
る
。
ま
た
『
荀
子
』
「
大
略
」
に
「
絶
人
以
決
、
反
絶
以
環
」
と
あ
っ
て
、

そ
の
注
に
「
古
者
臣
有
罪
、
待
放
於
境
、
三
年
不
敢
去
、
典
之
環
則
還
、
輿
之
決
則
絶
。
」
と
あ
る
。

(26)
標
註
本
は
「
貼
」
字
を
欠
く
。
(27)
「箪

子
」
、
陳
氏
標
註
に
「
箪
子
、
匈
奴
之
琥
、
猶
華
言
天
子
也
」
と
。
(28)
「
山
斗
」
、
陳
氏
慄
註
に
「
山
斗
、
韓
昌
黎
□

□

口
、
学
者
仰
之
如
太
山
北
斗
」

と
。
『
新
唐
書
』
巻
一
七
六
、
韓
愈
傭
の
賛
語
参
照
。

(29
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。
(30)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。
(31)
標

註
本
は
「
好
」
字
を
欠
く
。
(32)
新
刻
本
（
底
本
）
は
「
會
」
字
を
欠
く
。
標
註
本
に
よ
っ
て
補
う
。

(33)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。
(34)

標
註
本
は
「
浄
」
字
を
欠
く
。

(35)
「
流
」
、
標
註
本
は
「
方
」
に
作
る
。

(36)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(37)
標
註
本
は
「
城
」
字
を
欠

校
注
驚
鴻
記
詞
（
竹
村
）
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行
幾
歩
。
（
末
・
小
生
同
唱
）

く。

(38)
標
註
本
は
「
貼
」
字
を
空
格
と
す
る
。

(39)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(40)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(41)
「
白
帝

城
」
、
陳
氏
標
註
に
「
白
帝
城
、
在
蜀
」
と
。

(42)
「
昆
明
」
、
陳
氏
標
註
に
「
昆
明
、
池
名
。
漠
武
時
、
盤
以
習
水
戦
也
。
」
と
。
『
漠
書
』
巻
六
、
武

帝
紀
、
如
淳
注
に
「
作
昆
明
池
象
之
、
以
習
水
戦
。
」
と
あ
る
。

(43)
「
憐
」
、
標
註
本
は
「
透
」
に
作
る
。

(44)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。

(45)

『
資
治
通
鑑
』
巻
―
二
七
、
天
賓
十
四
載
條
に
「
二
月
、
辛
亥
、
安
緑
山
使
副
賂
何
千
年
入
奏
、
請
以
蕃
将
三
十
二
人
代
漠
賂
」
と
。

(46)
「了」、

標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(47)
「
遥
」
、
標
註
本
は
「
送
」
に
作
る
。
（

48
）
「
班
舒
」
、
陳
氏
標
註
に
「
班
舒
翰
、
夷
人
名
」
と
。
『
蕉
唐
書
』
巻

1
0
四
、
『
新
唐
書
』
巻
一
三
五
本
伝
参
照
。

(49)
「
臨
誂
」
、
陳
氏
標
註
に
「
臨
洸
、
池
名
」
と
。

(50)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。

(51)

「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。

（
末
扮
杜
甫
忙
走
上
）

李
白
忙
走
上
）

第
三
十
齢

（衆軍）

「
渭
水
東
流
去
、
何
時
返
帝
州
。
憑
添
両
行
涙
、
寄
向
故
園
流
。
」
自
家
杜
甫
是
也
。
聞
得
乙
未
黎
明
、
吾
皇
聴
信
奸
賊
楊

国
忠
、
獨
典
太
子
妃
主
宦
官
数
百
人
、
出
延
秋
門
奔
蜀
。
群
臣
莫
知
、
不
免
追
趨
上
去
。
道
尤
未
了
、
想
又
有
一
位
追
駕
的
官
員
来
了
。
（
小
生
扮

「
従
此
登
高
去
、
無
人
送
酒
来
。
遥
憐
故
園
菊
、
應
傍
戦
場
開
。
」
呪
、
原
来
杜
子
美
亦
到
此
間
也
。
（
末
）
我
道
何
人
、
党
是
李
太

白
。
（
小
生
）
子
美
請
了
。
（
末
）
太
白
請
了
。
吾
皇
幸
蜀
之
事
、
廼
古
今
大
音
。
（
小
生
）
便
是
、
吾
輩
未
能
椴
血
虜
廷
、
亦
嘗
周
旋
君
側
。
請
趣
上

〔
痺
媚
深
〕
胤
叢
叢
。
胆
腑
逆
胡
。
天
子
幸
西
蜀
。
誰
鰹
胤
離
。
誰
悲
路
岐
。
誰
有
一
人
除
醜
隅
。
定
王
都
。
生
長
馳
娯
。
生
長
耀
娯
゜

遭
炊
珂
。
渉
奔
波
。
萬
乗
驚
輿
。
奴
何
軽
去
。

〔
前
腔
〕
念
君
憂
臣
辱
。
念
君
憂
臣
辱
。
悠
禁
得
珠
涙
倫
相
堕
。
軍
馬
巷
呼
。
軍
馬
巷
呼
。
兵
和
将
。
誰
相
護
。
路
崎
嘔
。
陵
寝
丘
墟
゜

陵
寝
丘
墟
。
誰
来
守
。
誰
来
願
。
棄
山
河
。
劫
運
天
狭
。
安
可
奈
何
゜

（
内
鳴
鑓
鼓
了
）
（
末
）
聞
得
賊
将
史
思
明
、
分
遊
兵
在
此
、
捜
索
追
駕
的
官
員
。
那
林
木
間
風
磐
想
是
也
。
（
小
生
）
那
恕
生
好
？

諸
臣
追
駕

(
7
)
 

（
内
扮
衆
軍
校
呼

超
上
、
将
末
・
小
生
拿
綿
了
）
体
這
両
個
漠
子
、
敢
是
安
祗
山
差
来
的
奸
細
。
拿
去
見
主
師
。
（
末
・
小
生
）
列
位
還
是
賊
兵
、
還
是
官
兵
？
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(
1
)
「
一
位
追
駕
」
、
標
註
本
は
「
一
駕
追
薦
」
に
作
る
。

(
2
)
苓
参
「
行
軍
九
日
思
長
安
故
園
」
詩
。

(
3
)
「
萬
乗
」
、
陳
氏
標
註
に
「
萬
乗
、
天

子
之
国
、
口
□

萬
乗
也
。
」
と
。

(
4
)
「
憂
臣
扉
」
、
陳
氏
標
註
に
「
口
主
憂
臣
縣
三
口
臣
死
」
と
。
（
5
）
「
胡
運
天
狭
、
安
可
奈
何
」
、
陳
氏
標
註
に

「
ロ
ロ
（
籾
運
？
）
天
残
、
無
可
奈
何
。
以
離
蹄
之
干
素
、
得
委
順
之
詞
、
怨
而
不
怒
、
忠
厚
之
体
也
。
」
と
（
意
味
不
詳
）
。
（

6
）
「
了
」
、
標
註
本

は
「
科
」
に
作
る
。
(
7
)
標
註
本
は
「
呼
」
字
を
欠
く
。
(
8
)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。
(
9
)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。
(10)

標
註
本
は
「
了
」
字
を
欠
く
。

校
注
驚
鶉
記
回
（
竹
村
）

衆） （末）

註
寸
心
言
不
壷

落
日
惨
江
山

小
生
）
相
逢
鉦
鼓
間

小
外
）
燕
趙
悲
歌
士

前
途
酒
資
。
吾
皇
覇
旅
剣
南
、
朝
士
星
散
、
二
位
大
人
急
去
、
好
周
旋
吾
皇
也
。
（
末
・
小
生
）
両
生
荷
蒙
厚
贈
、
仰
見
雅
懐
、
所
望
明
公
糾
朋
諸

郡
、
急
斬
賊
奴
、
恢
復
神
州
、
以
報
天
子
。
此
桓
文
之
功
、
明
公
好
自
愛
也
。
両
生
就
此
拝
別
。
（
作
拝
了
）
（
末
・
小
生
唱
）

〔
前
腔
〕
望
明
公
恢
復
。
望
明
公
恢
復
。
此
行
去
。
側
耳
聴
消
息
0

(
小
外
輿
末
・
小
生
同
唱
）
峡
氣
癖
疎
。
蹄
何
地
。
闊
山
月
。
共
分
悲
。
幾

慮
民
喘
。
幾
慮
夷
歌
。
終
白
骨
。
終
黄
土
。
野
雲
孤
0

(
作
共
抱
哭
了
）
此
別
新
亭
。
揮
涙
似
河
。

人
此
行
、
得
非
為
追
駕
乎
？

我
何
是
河
北
元
帥
兵
部
尚
書
顔
爺
手
下
的
軍
校
。
（
末
・
小
生
）
既
如
此
、
体
憫
拿
我
両
人
、
覚
去
見
顔
爺
就
是
了
。
（
小
外
扮
顔
真
卿
戎
粧
上
）
「
剣

戟
千
軍
擁
、
空
篠
四
野
愁
、
何
時
報
明
主
、
恢
復
奮
神
州
。
」
（
衆
軍
詭
了
）
票
爺
、
拿
得
両
個
奸
細
在
此
。
（
末
・
小
生
）
明
公
首
唱
大
義
、
河
北

諸
郡
、
頼
公
以
為
長
城
。
我
李
杜
二
生
、
真
如
撥
雲
見
日
。
（
小
外
）
且
住
、
放
他
起
来
。
（
衆
放
起
了
）
（
小
外
）
叫
、
原
来
是
李
供
奉
．
杜
拾
遺
二

位
大
人
。
二
大
人
請
轄
、
容
顔
真
卿
二
拝
。
（
各
拝
了
）
（
小
外
）
京
師
一
別
、
不
覚
五
年
。
（
末
・
小
生
）
避
逗
勿
勿
、
慰
望
殊
甚
。
（
小
外
）
二
位
大

（
末
・
小
生
）
正
為
追
駕
、
不
自
意
得
遇
明
公
。
（
小
外
）
下
官
軍
旅
之
中
、
不
得
留
款
、
敬
奉
黄
金
十
両
、
以
佐
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〔
霜
天
暁
角
〕
（
生
扮
唐
明
皇
、
小
丑
扮
高
力
士
、
衆
扮
軍
校
随
上
）
（
生
唱
）
長
安
賊
開
。
剣
外
兵
文
擁
。
最
苦
玉
人
塵
土
。
新
愁
薔
恨
無
窮
。

「
漁
陽
監
鼓
姻
塵
動
、
驚
破
寛
裳
共
羽
衣
。
西
出
都
門
軍
士
憤
、
馬
前
宛
轄
殺
蛾
眉
」
。
高
力
士
、
且
問
到
剣
門
還
有
多
少
路
程
。
（
小
丑
俯
伏
了
）

覆
爺
、
尚
遠
千
里
。
（
生
嘆
了
）
此
去
剣
門
、
鳥
喘
花
落
、
水
緑
山
青
、
無
非
助
朕
悲
悼
妃
子
之
情
也
。
（
小
丑
）
望
爺
爺
寛
懐
、
螢
行
甚
遅
、
馬
行

甚
速
。
個
有
賊
兵
追
赳
、
望
爺
爺
上
馬
。
（
生
）
牽
馬
過
来
。
（
小
丑
近
前
、
倶
作
上
馬
了
）
（
生
唱
）

〔
梱
花
泣
〕
蜀
山
萬
貼
。
多
是
白
雲
蒙
。
兵
和
将
。

残
夢
。
夢
迷
離
。
宛
轄
華
青
。
醒
来
時
。
南
北
西
東
。

〔
前
腔
〕
千
尋
剣
閣
。
望
不
盛
蚕
叢
。
人
洵
洵
。
恨
沖
沖
。
苔
深
泥
。
滑
路
朦
朧
。
又
禁
得
露
漬
林
楓
。
山
廻
水
湧
。
行
不
上
翠
益
鸞
輿

重
。
想
今
日
。
萬
種
傷
心
。
悔
営
初
。
七
夕
相
逢
゜

（
内
作
稜
戚
鳴
鼓
了
）
（
生
）
此
慮
甚
広
地
方
？

〔
泣
顔
回
〕
断
姻
残
霧
中
。
又
聴
得
殺
氣
横
空
。
間
関
千
里
。
今
宵
愁
殺
扶
風
0

(
生
）
這
道
傍
甚
広
樹
？
（
衆
應
了
）
此
是
石
楠
。
（
生
）
看
他

園
圏
可
愛
、
我
反
不
如
他
。
看
石
楠
道
中
。
樹
圏
園
。
人
已
分
鴛
鳳
。
只
指
望
。
地
久
天
長
。
誰
知
倣
。
日
暮
途
窮
゜

(JO) 

〔
前
腔
〕
淋
濶
細
雨
檬
。
聴
鈴
磐
。
満
野
町
賂
。
把
断
腸
心
事
。
度
入
空
篠
三
弄
。
縦
按
商
叶
宮
。
只
悲
凄
。
恐
不
比
梨
園
奉
。
掛
愁
腸
゜

(II) 

十
載
芳
筵
。
供
遠
目
。
千
里
孤
鴻
゜

(12) 

〔
尾
磐
〕
今
宵
誰
典
凄
涼
共
。
難
握
過
更
長
漏
永
。
除
非
是
一
曲
寛
裳
。
送
入
梨
花
夢
。

(13) 

（
生
）
春
風
桃
李
花
開
夜

秋
雨
梧
桐
葉
落
時

（
衆
）
天
長
地
久
有
時
盛

(
8
)
 

衆
）
此
慮
是
扶
風
郡
了
。
（
生
・
衆
合
唱
）

一
齊
空
。
尋
常
金
棲
舞
裾
紅
。
恕
禁
得
覇
旅
瓢
蓬
。
猿
喘
鳥
絣
゜

第

三

十

一

駒

蜀

路

思

妃

一
磐
磐
。
痩
馬
驚
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(
1
)
白
居
易
「
長
恨
歌
」
に
「
漁
陽
牌
鼓
動
地
来
、
驚
破
寛
裳
羽
衣
曲
」
「
西
出
都
門
百
餘
里
」
「
宛
轄
蛾
眉
馬
前
死
」
な
ど
と
あ
る
。

(
2
)
「了」、

標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。
（

3
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。
（

4
）
「
追
超
」
、
新
刻
本
（
底
本
）
は
「
趣
追
」
に
作
る
。
標
註
本
に
よ
っ
て
改

め
る
。

(
5
)
「
倶
作
上
馬
了
」
、
標
註
本
は
「
倶
上
馬
科
」
に
作
る
。

(
6
)
「
蚕
叢
」
、
陳
氏
標
註
に
「
李
太
白
詩
、
蚕
叢
及
魚
鳥
、
開
國
尚
茫
然
。
蛋
叢

古
蜀
天
子
」
と
。
李
白
「
蜀
道
難
」
詩
に
「
諏
叢
及
魚
亮
、
開
國
何
茫
然
」
と
あ
る
。
（

7
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。
（

8
）
「
扶
風
」
、
陳
氏

標
註
に
「
口
御
従
楊
太
真
外
博
譜
入
」
と
。
『
楊
太
真
外
側
』
巻
下
に
「
上
稜
馬
鬼
、
行
至
扶
風
道
。
道
傍
有
花
寺
、
畔
見
石
楠
樹
園
圃
。
愛
玩
之
、
因

呼
為
端
正
樹
、
蓋
有
所
思
也
。
又
至
斜
谷
口
、
屈
諜
雨
渉
旬
、
於
棧
道
雨
中
聞
鈴
磐
、
隔
山
相
應
。
上
既
悼
念
貴
妃
、
因
採
其
磐
為
『
雨
諜
鈴
』
曲
、
以

寄
恨
焉
。
」
と
あ
る
。

(
9
)
標
註
本
は
「
了
」
字
を
欠
く
。
(10)
「
聴
鈴
磐
」
、
陳
氏
標
註
に
「
雨
課
鈴
已
見
。
此
政
即
其
事
譜
曲
」
と
。

(11)
「目」、

標
註
本
は
「
日
」
に
作
る
。

(12)
「
梨
花
夢
」
、
陳
氏
標
註
に
「
梅
詩
、
不
語
梨
花
同
夢
」
と
。
宋
・
張
邦
基
『
墨
荘
漫
録
』
巻
六
に
「
東
披
作
梅
花
詞

云
、
高
情
已
逐
暁
雲
空
、
不
典
梨
花
同
夢
」
と
あ
る
。

(13)
以
下
四
句
は
全
て
白
居
易
「
長
恨
歌
」
に
拠
る
。

第
三
十
三
駒

（
生
扮
唐
明
皇
上
）
地
僻
先
揺
落
、
空
亭
長
緑
渉
。
山
川
連
漢
道
、
市
井
雑
夷
歌
。
（
小
丑
扮
高
力
士
上
）
旅
箆
衣
裳
少
、
寒
程
風
雨
多
。
祖
東
神
武
振
、

吾
願
已
嵯
舵
0

(
生
）
高
力
士
。
（
小
丑
俯
伏
了
）
奴
婢
有
。
（
生
）
数
日
前
霊
武
使
臣
来
、
説
李
郭
膜
殺
賊
将
、
郡
縣
悉
反
胡
奉
唐
。
吾
児
應
天
順
人
、

復
何
憂
哉
。
（
小
丑
）
此
宗
社
生
霊
之
福
、
爺
爺
還
宮
有
日
突
。
（
小
外
扮
房
瑶
、
小
浄
扮
第
五
埼
、
衆
扮
雨
軍
校
随
上
）
（
小
外
）
黄
雲
断
春
色
、
画
角
起
邊

愁
。
（
小
浄
）
聖
主
鰹
年
別
、
秦
中
績
故
遊
。
（
同
向
生
俯
伏
了
）
（
小
外
）
賊
冠
盛
滅
、
少
帝
已
入
長
安
、
特
詔
臣
房
瑶
、
臣
第
五
埼
、
迎
上
皇
還
宮
。

（
生
）
呵
、
已
入
長
安
了
。
可
喜
可
喜
、
快
整
螢
来
趣
行
。
（
衆
近
前
、
生
作
上
鐙
科
）
（
衆
作
上
馬
了
共
行
）

〔
憶
多
嬌
〕
（
生
唱
）
車
出
開
。
馬
出
山
。
随
意
青
楓
白
露
寒
。
莫
説
常
年
離
別
難
0

(
合
唱
）
雪
没
天
南
。
雪
没
天
南
。
使
我
征
途
倍
蝉
゜

校
注
驚
鴻
記
詞
（
竹
村
）

註

此
恨
綿
綿
無
絶
期

大
駕
還
宮
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（
小
生
）
那
軍
校
所
持
者
何
物
？

(19) 

王
差
突
。
（
小
生
唱
）

（
生
）
朕
頼
諸
将
相
戦
力
、
大
乱
既
平
。
李
泌
封
為
郡
侯
、
行
宰
相
事
。
郭
子
儀
進
爵
扮
陽
王
。
李
光
弼
進
爵
頴
陽
王
、
餘
将
論
功
有
差
。
（
衆
俯

伏
了
）
萬
歳
萬
萬
歳
。
（
小
旦
）
李
先
生
高
雅
、
不
可
以
召
至
。
待
核
児
同
李
郭
二
将
軍
過
訪
之
0

(
生
）
這
最
是
0

(
小
旦
）
漠
将
承
恩
西
破
戎
。
（
末
・

(16) 

外
）
捷
書
先
奏
未
央
宮
。
（
生
）
天
子
預
開
麟
閣
待
。
（
衆
）
郎
侯
不
減
子
房
功
。
（
同
下
）
（
小
生
扮
李
泌
上
、
走
唱
）

〔
前
腔
〕
客
志
堅
。
不
受
宜
。
将
相
従
来
鉾
煎
。
名
利
一
朝
須
謝
捐
0

(
小
旦
・
末
・
外
帯
衆
軍
校
持
紗
紹
変
龍
抱
吹
鼓
榮
上
、
走
唱
）
笙
鼓
闇
喧
。
抱

変
耀
鮮
。
喚
回
高
士
姻
霞
念
0

(
小
生
作
見
小
旦
、
小
旦
輿
小
生
交
拝
T
l
、
小
耳
唱
）
謝
英
賢
。
神
州
無
恙
。
更
伏
休
周
旋
。

（
小
旦
）
此
金
紹
紫
抱
、
上
皇
所
贈
、
封
先
生
為
郎
侯
、
賓
客
相
待
、
非
敢
相
臣
、
望
先
生
咲
納
。
（
小
生
）
君

(20) 

〔
闘
黒
麻
〕
我
是
個
天
庭
瑶
池
酔
客
。
也
只
為
些
児
塵
心
下
鏑
。
休
相
認
。
管
篇
列
0

(
小
旦
）
原
来
李
先
生
是
個
鏑
仙
。
（
小
旦
咄
）
祢
一
束

生
蒻
。
吟
風
弄
月
。
（
小
旦
・
小
生
相
到
拝
了
、
合
唱
）
深
深
拝
別
。
江
湖
典
宮
嗣
。
商
下
参
商
。
愁
心
椙
結
。

〔
前
腔
〕
（
小
旦
唱
）
只
数
載
相
随
。
嘉
謀
献
納
。
忍
下
得
一
朝
。
凄
然
永
撤
。
還
須
懇
。
賛
功
業
0

(
小
生
唱
）
奈
萬
貼
蒼
嵐
。
孤
鴻
遠
没
。

兆
民
頼
之
、
臣
則
何
功
。
（
作
拝
唱
）
賀
朝
端
。
中
興
有
主
。
夷
夏
祝
発
天
。

小
丑
・
小
外
・
小
浄
典
衆
上
、
唱
）

〔
前
腔
〕
（
小
外
・
小
浄
唱
）
君
已
旋
。
城
已
完
。
白
骨
沙
場
誰
輿
棺
。
閏
裏
空
持
破
鏡
看
0

(
合
唱
）
雪
没
天
南
。
雪
没
天
南
。
揺
是
還
朝
倍

耀
0

(
同
下
）
（
小
旦
扮
唐
太
子
、
末
戎
粧
扮
郭
子
儀
、
外
戎
粧
扮
李
光
弼
、
衆
扮
中
官
軍
校
随
走
上
唱
）
＇

〔
前
腔
〕
雲
賠
然
。
商
岸
猿
。
喘
向
巴
江
上
帝
前
。
新
筈
悲
歓
倫
涙
弾
0

(
合
唱
）
雪
没
天
南
。
雪
没
天
南
。
遠
道
離
駒
未
旋
0

(
同
下
）
（
生
・

〔
前
腔
〕
山
路
銀
。
江
路
連
。
地
轄
西
流
作
渭
川
。
玉
曼
天
廻
別
剣
南
0

(
小
旦
・
末
・
外
典
衆
走
上
、
唱
）
恢
復
長
安
。
恢
復
長
安
。
共
報
君

王
凱
旋
0

(
生
作
見
小
旦
共
悲
）
（
小
旦
作
拝
了
、
唱
）

(13) 

〔
憶
鶯
児
〕
昔
播
遷
。
蜀
道
懸
。
暮
暮
朝
朝
念
膝
前
。
猶
恐
相
逢
是
夢
邊
0

(
生
）
我
児
、
体
重
造
幅
帳
。
殊
羊
皿
我
悠
。
人
常
胤
。
後
齊

歓
仲
0

(
末
・
外
作
俯
伏
了
）
臣
郭
子
儀
、
臣
李
光
弼
、
拝
賀
吾
皇
、
願
吾
皇
萬
歳
。
（
生
）
天
生
二
卿
、
廼
為
社
稜
、
非
為
朕
也
。
（
末
、
外
）
一
人
有
慶
、
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（
末
・
外
）
小
将
郭
子
儀
・
李
光
弼
拝
謝
軍
師
。
（
小
生
）
我
也
要
拝
別
二
公
。
（
作
拝
了
、
唱
）
蹄
山
勇
沖
唸
蹄
朝
自
英
傑
。
商
下
参
商
。
喘
鴎
涙
血
゜

（お）

（
末
・
外
）
光
武
中
典
一
代
新
。
（
小
旦
）
厳
光
原
是
漠
家
宜
。
（
小
生
向
小
旦
揖
了
）
典
我
多
拝
謝
上
皇
。
（
作
咲
了
）
仰
空
大
咲
騎
鶴
去
、
李
泌
登
肯

為
人
臣
。
（
内
作
鶴
叫
三
声
、
小
生
下
）
（
衆
）
稟
萬
歳
爺
、
半
空
中
鶴
涙
三
声
、
李
軍
師
騰
空
飛
去
。
（
小
旦
）
有
這
等
奇
事
。
快
回
宮
覆
上
皇
。
（
衆
應

了
、
同
唱
）

〔
哭
相
思
〕
莫
道
仙
人
多
幻
説
。
高
オ
震
主
飛
雲
開
。
想
這
是
皇
天
降
也
。
来
成
就
一
時
桓
桓
烈
。
只
有
含
恩
誦
徳
゜

（
こ
の
一
駒
は
総
括
詩
を
欠
く
。
）

(
1
)
「
雨
」
、
標
註
本
は
「
二
」
に
作
る
。
（

2
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(
3
)
新
刻
本
（
底
本
）
は
「
科
」
字
を
欠
く
。
標
註
本
に
よ
っ

て
補
う
。

(
4
)
「
衆
作
上
馬
了
共
行
」
、
標
註
本
は
「
衆
作
上
馬
共
行
科
」
に
作
る
。

(
5
)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

(
6
)
陳
氏
標
註
に
「
口
下
、

多
従
李
口
詩
譜
入
」
と
。

(
7
)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

(
8
)
「
蝉
」
、
新
刻
本
（
底
本
）
は
「
暉
」
に
作
る
。
標
註
本
に
よ
っ
て
改
め
る
。
陳
氏

標
註
に
「
口
惨
悲
念
、
猶
不
忍
言
」
と
。

(
9
)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

(10)
「
上
」
字
、
標
註
本
は
「
唐
太
子
」
の
下
に
附
く
。

(11)
標
註
本

は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

(12)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(13)
「
幅
帳
」
、
陳
氏
標
註
に
「
幅
帳
已
見
」
と
。
第
二
十
一
齢
「
翠
閣
好
會
」
の
陳

氏
標
註
参
照
。

(14)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。

(15)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。

(16)
「
郡
侯
」
(
?
)
、
標
註
本
に
「
口
□

従
郡
侯
」

（
？
）
と
。

(17)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(18)
標
註
本
は
「
小
旦
」
二
字
を
欠
く
。

(19)
標
註
本
は
「
小
生
」
―
―
字
を
欠
く
。

(20)

（
マ
マ
）

「
管
篇
」
、
陳
氏
標
註
に
「
口
管
仲
爾
何
」
と
。
『
史
記
』
巻
六
十
二
管
仲
列
伝
、
同
巻
五
十
三
爾
相
国
世
家
を
参
照
。

(21)
標
註
本
は
「
小
旦
」
二
字

を
欠
く
。

(22)
「
一
束
生
蒻
」
、
陳
氏
標
註
に
「
詩
、
生
器
一
束
、
其
人
如
玉
」
と
。
『
詩
経
』
小
雅
、
白
駒
の
語
。

(23)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に

作
る
。

(24)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(25)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(26)
「
李
泌
」
、
陳
氏
標
註
に
「
按
李
泌
外
傭
、
多
口
奇

異
奇
突
。
然
□

口
騎
鶴
沖
畢
、
博
奇
無
太
誕
乎
□

口
側
奇
之
体
ロ
ロ
ロ
」
と
。
出
拠
不
詳
。

(27)
標
註
本
は
「
奇
」
字
を
欠
く
。

校
注
驚
鴻
記
回
（
竹
村
）

註
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乖
離
休
怨
君
心
錯

第
三
十
五
駒

〔
十
二
時
〕
（
小
旦
扮
念
奴
上
、
唱
）
骸
骨
偕
誰
依
。
苦
不
盛
君
王
情
緒
。
景
物
凄
涼
。
年
華
凋
痒
0

(
小
丑
扮
高
力
士
上
、
唱
）
試
問
断
腸
心
事
誰

知
。
特
奉
旨
把
香
肌
埋
痙
゜

（
小
丑
）
念
奴
姐
、
我
典
体
奉
詔
、
一
路
行
来
。
此
問
却
是
馬
鬼
山
上
西
郭
之
野
、
祢
可
認
得
否
？

体
曾
種
小
楓
樹
二
株
、
日
後
為
記
。
（
小
旦
作
行
幾
歩
、
驚
了
）
呼
、
樹
在
這
裡
。
待
我
祈
起
二
樹
、
掘
将
下
去
。
（
作
祈
掘
。
典
小
旦
見
戸
、
同
脆
作
悲
了
）

（
小
丑
）
呪
、
娘
娘
紫
孵
無
恙
、
肌
膚
巳
消
、
可
不
痛
殺
奴
婢
也
。
（
小
旦
）
娘
娘
、
聖
上
思
念
祢
、
食
不
甘
味
、
寝
不
成
牒
、
特
差
我
二
人
来
移

葬
、
体
可
知
否
？

（
小
丑
）
待
我
再
叫
他
幾
磐。

娘
娘
、
娘
娘
、
娘
娘
、
体
嘗
初
覚
裳
羽
衣
歌
舞
之
時
、
何
等
声
音
清
亮
、
意
態
妖
妍
。
如
今

却
應
不
響
了
。

(
6
)
 

〔
山
披
羊
〕
（
小
丑
唱
）
苦
辛
酸
。
九
重
恩
意
。
狼
心
腸
。
六
軍
忠
義
。
害
相
思
。
寛
裳
羽
衣
。
難
握
過
。
蒲
條
時
序
。
那
時
存
亡
呼
吸
兒
゜

冗
的
管
不
得
恩
和
義
。
冗
的
君
王
難
救
取
。
迷
離
。
含
寃
憑
訴
誰
。
低
回
。
何
年
月
下
蹄
゜

〔
前
腔
〕
（
小
旦
唱
）
闇
炒
炒
。

薔
馳
猶
記
。
苦
哀
哀
。
新
愁
誰
寄
。
咲
孜
孜
。
常
年
舞
衣
。
哭
喘
喘
。
今
朝
心
事
。
那
時
魂
蹄
頃
刻
兒
゜

(
8
)
 

冗
的
不
柾
了
千
秋
誓
。
冗
的
不
任
了
百
年
期
。
狐
栖
。
綿
綿
無
盛
時
。
凄
其
。
愁
城
誰
解
園
。

（
小
旦
）
高
常
侍
、
今
日
可
将
梓
棺
権
置
在
此
、
明
晨
移
葬
罷
。
（
小
丑
）
正
是
。
還
有
一
件
、
我
記
得
営
初
下
葬
之
時
、
曾
有
錦
香
森
覆
在
胸
前
。

念
奴
体
可
椋
将
回
去
、
以
献
上
皇
、
置
之
懐
袖
、
梢
遣
憂
思
。
（
小
旦
）
這
最
説
得
有
理
。
待
我
細
椀
。
（
作
尋
見
香
森
拿
起
了
）
呪

〔
香
柳
娘
〕
（
小
且
唱
）
看
香
雅
悌
洟
。
看
香
猫
悌
洟
。
香
芥
猶
在
。
如
何
紅
玉
将
伊
改
。
想
常
年
錦
帷
。
想
常
年
錦
帷
。
似

(12) 

西
。
似
花
蹂
阻
塵
裏
。
我
如
今
袖
蹄
。
我
如
今
袖
蹄
。
那
上
皇
見
是
香
媒
呵
。
（
合
唱
）
待
不
任
差
来
。
伯
轄
増
憔
悴
゜

(13
)
 

（
小
旦
）
漁
陽
蟄
鼓
風
波
悪

馬
蒐
移
葬

月
落
大
江

（
小
旦
）
正
是
、
我
還
省
起
来
。
在
北
炊
下
、
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(
1
)
標
註
本
は
「
小
丑
」
―
一
字
を
欠
く
。

(
2
)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。

(
3
)
「
紫
紺
」
、
陳
氏
標
註
に
「
紫
褥
二
句
、
見
外
偲
」
と
。

『
太
真
外
傭
』
巻
下
に
「
妃
之
初
痙
、
以
紫
孵
褒
之
。
及
移
葬
、
肌
附
已
消
繹
突
、
胸
前
猶
有
錦
香
痰
在
焉
。
」
と
あ
る
。

(
4
)
「
来
移
葬
、
休
可
知
否
」
、

標
註
本
は
「
来
移
葬
祢
、
体
可
知
否
広
。
」
に
作
る
。

(
5
)
「
小
丑
」
、
標
註
本
は
「
小
丑
」
二
字
を
欠
く
。
ま
た
「
唱
」
字
は
「
山
披
羊
」
の
前
に
付

く。

(
6
)
陳
氏
標
註
に
「
以
下
多
太
真
外
伝
、
並
長
恨
歌
語
。
譜
婉
轄
宴
咽
詞
、
垣
(
?
)
中
高
手
」
と
あ
る
。

(
7
)
「
月
下
蹄
」
、
陳
氏
標
註
に
「
杜

詩
、
環
颯
空
蹄
月
下
魂
」
と
。
杜
甫
「
詠
懐
古
跡
五
首
」
其
三
詩
に
「
環
颯
空
蹄
月
夜
魂
」
と
あ
る
。

(
8
)
「
愁
城
一
、
陳
氏
標
註
に
「
愁
城
、
見
庚
信

愁
賦
」
と
。
庚
信
「
愁
賦
」
に
「
攻
許
愁
城
終
不
破
、
蕩
許
愁
門
終
不
開
」
と
あ
る
。
『
海
録
砕
事
』
巻
九
所
引
。

(
9
)
標
註
本
は
「
小
旦
」
二
字
を

欠
く
。

(10)
揉
註
本
は
「
了
」
字
を
欠
く
。

(11)
標
註
本
は
「
小
旦
」
二
字
を
欠
き
、
「
唱
〔
香
柳
娘
〕
明
、
看
香
蛮
ー
」
の
順
に
語
が
並
ぶ
。

(12)

標
註
本
は
「
我
如
今
袖
蹄
」
の
リ
フ
レ
ー
ソ
を
欠
く
。

(13)
白
居
易
「
長
恨
歌
」
に
「
漁
陽
筑
鼓
動
地
来
」
と
。
（

14
）
「
住
繹
」
、
陳
氏
標
註
に
「
住
輝
、

車
駕
上
口
慮
。
蓋
天
子
之
礼
、
出
贅
入
躙
、
故
行
幸
所
在
曰
住
輝
甚
」
と
。

(15)
白
居
易
「
長
恨
歌
」
に
「
鹿
旗
無
光
日
色
薄
」
と
。

第
三
十
七
駒

〔
風
入
松
〕
（
小
丑
扮
高
力
士
上
、
唱
）
紫
籠
吹
散
悶
盈
盈
。
璧
月
長
朗
。
玉
欽
中
折
。
前
縁
定
。
天
憐
取
。
重
圃
破
鏡
0

(
小
旦
扮
念
奴
上
、
唱
）

二
十
年
来
一
夢
。
此
身
雖
在
還
燈
゜一

路
空
濠
雨
作
姻
。
（
小
旦
）
往
日
馬
鬼
人
已
朽
、
難
将
哀
楚
訴
君
前
。
此
問
是
南
京
前
、
典
体
覚
入
。
（
生
扮
唐
明
皇

上
）
椒
房
阿
監
青
蛾
老
、
弟
子
梨
園
白
髪
鮮
。
（
旦
扮
梅
妃
上
）
莫
向
梨
雲
吹
玉
笛
、
営
時
供
奉
已
無
先
。
（
小
丑
・
小
旦
共
俯
伏
了
）
奴
婢
高
力
士
、
念

（
小
丑
）
容
奴
婢
奏
上
萬
歳
。
（
唱
）

校
注
滸
鴻
記
詞
（
竹
村
）

奴
従
馬
鬼
来
。
楊
娘
娘
已
移
葬
過
了
。
（
生
）
其
問
光
景
何
如
？

小
丑
）
悠
悠
車
馬
逸
秦
川
、 註

(14) 

小
丑
）
猶
記
営
年
住
繹
時
(15) 

施
旗
無
光
日
色
薄

香
嚢
起
悼
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註

衆
）
月
下
無
人
楓
自
落

〔
四
犯
黄
鶯
児
〕
他
旅
痙
又
経
秋
。
逸
猿
呼
。
和
兎
遊
。
奴
婢
到
時
、
認
嘗
年
記
跡
掘
下
、
正
是
娘
娘
在
内
、
只
見
他

（
生
）
他
的
屍
閥
何
如
？
（
小
丑
唱
）
月
貌
已
休
。
花
色
盛
朽
。
常
不
過
覚
裳
歌
舞
難
回
首
0

(
小
旦
）
娘
娘
玉
顔
雖
改
、
香
嚢
在
胸
。
奴
婢
取
起

一
看
、
因
帯
他
来
。
（
唱
）
携
上
粧
楼
。
夢
思
翠
袖
。
轄
物
如
人
避
逗
0

(
小
旦
将
香
嚢
送
上
生
了
）

〔
琥
珀
猫
児
墜
〕
（
生
唱
）
聴
伊
説
罷
。
暗
涙
韓
盈
眸
。
薄
命
紅
顔
従
古
有
。
人
問
天
上
胡
網
謬
0

(
合
唱
）
拗
拗
揺
只
是
前
生
。
限
却
風
流
。

（
旦
作
嘆
Tj)

太
真
太
真
、
汝
雖
妬
我
、
我
心
甚
想
汝
也
。

〔
前
腔
〕
体
嬌
歌
艶
舞
。
典
妾
上
秦
楼
。
不
道
中
途
成
怨
網
。
此
情
一
筆
盛
消
勾
0

(
合
唱
）
拗
拗
。
待
日
後
黄
泉
。
訴
説
従
頭
。

（
生
二
且
春
院
裏
草
姜
姜

（
旦
）
溝
水
東
流
復
向
西

蜀
江
一
路
鳥
空
喘

(
1
)
白
居
易
「
長
恨
歌
」
に
「
梨
園
弟
子
白
髪
新
、
椒
房
阿
監
青
蛾
老
」
と
。
（

2
）
「
共
俯
伏
了
」
、
標
註
本
は
「
同
俯
伏
科
」
に
作
る
。
(
3
)
新
刻

本
（
底
本
）
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。
標
註
本
に
よ
っ
て
補
う
。
(
4
)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く。

(
5
)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

(
6
)
標
註

本
は
「
小
旦
」
二
字
を
欠
く
。
(
7
)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。
(
8
)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。
(
9
)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

(10)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(11)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。
(12)
標
註
本
は
「
旦
」
字
を
欠
く
。

蒙
屍
紫
孵
依
然
薔
゜
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校
注
驚
鴻
記
回
（
竹
村

註

（
こ
の
一
駒
は
総
結
詩
を
欠
く
）

第
三
十
八
齢

（
丑
扮
一
道
士
上
云
）
仙
女
升
天
去
、
君
王
満
地
悲
、
茫
茫
消
漠
上
、
捧
得
好
音
来
。

一
踏
飛
騰
、
此
間
已
是
南
宮
外
了
。
待
我
高
叫
二
肇
、
那
邊

閑
歩
的
、
是
嘗
初
司
理
監
高
公
公
広
？
（
小
丑
扮
扁
力
士
忙
走
上
）
唸
、
是
誰
呼
我
？
（
作
見
丑
了
）
祢
那
道
士
、
為
何
到
這
個
所
在
、
好
不
胆

哩

。

体

這

大
。
（
丑
作
笑
了
）
自
家
非
別
、
廼
是
臨
叩
一
個
閑
遊
仙
人
。
過
海
上
仙
山
。
謁
見
太
真
玉
妃
、
有
書
信
寄
典
大
唐
天
子
（
小
丑
作
笑
了
）

個
痴
道
士
、
説
天
大
的
諒
。
貴
妃
娘
娘
已
死
、
弥
何
従
得
見
他
、
左
道
欺
君
、
不
是
賞
要
、
我
大
唐
天
子
一
怒
、
就
要
祈
頭
的
。
（
丑
）
有
釧
合

金
欽
、
折
開
一
半
在
此
。
（
作
典
丑
看
了
）
（
丑
）
古
怪
古
怪
、
這
件
東
西
、
分
明
是
娘
娘
初
入
宮
之
時
、
聖
上
差
我
持
去
送
楊
妃
的
。
且
輿
他
偲
進
、

再
作
罷
慮
。
仙
人
、
祢
住
在
這
裏
、
我
興
祢
報
上
天
子
。
（
下
）
（
丑
）
我
在
此
等
候
。
（
作
嘆
了
）
那
唐
天
子
輿
那
玉
妃
呵
。
（
唱
）

〔
浪
淘
沙
〕
夕
殿
色
凄
然
。

一
別
経
年
。
害
、
我
好
不
費
心
也
。
（
唱
）
上
窮
碧
落
下
黄
泉
。
忽
到
天
南
雲
瞬
慮
。
擁
出
花
冠
。

（
小
丑
忙
走
上
）
咄
、
道
士
、
上
皇
召
体
。
体
快
随
我
進
見
。
（
丑
）
掩
跡
伴
狂
在
世
、
廣
行
方
便
典
人
。
（
同
下
）

(
1
)
陳
氏
標
註
に
「
二
折
即
譜
長
恨
歌
意
、
而
有
差
池
。
彼
彼
体
、
此
此
体
夫
」
と
。

(
2
)
新
刻
本

て
補
う
。

(
3
)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。
（

4
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(
5
)

本
に
よ
っ
て
補
う
。

(
6
)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(
7
)
標
註
本
は
「
体
」
字
を
欠
く
。
（

(
9
)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(10)
「
上
」
、
標
註
本
は
「
上
云
」
に
作
る
。

(
1
)
 

仙
客
蜀
来

（
底
本
）
は
「
云
」
字
を
欠
く
。
標
註
本
に
よ
っ

新
刻
本
（
底
本
）
は
「
哩
」
字
を
欠
く
。
標
註

8
)
「
輿
丑
」
、
標
註
本
は
「
拿
小
丑
」
に
作
る
。
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